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●浜 の 話 題  

○ 昨年12月から実施している暖海性ワカメ種苗導入試験で長崎県南島原市から導入したワカメが、各

地で順調に生育し収穫されました。本試験にご協力頂いた横須賀市長井地区や鎌倉市腰越地区等の漁業

者によれば、「長崎のワカメは県内系統のワカメと比べ、メカブは小さいが葉が肉厚で塩蔵ワカメ等に

加工した時の歩留まりも良い。」とのことでした。ワカメ種糸を生産する漁業者の中には、長崎産ワカ

メを使い始めた方もいて、長崎産ワカメは新たな系統としての利用拡大が期待されます。 

 
左：県内系統のワカメ（153cm、427g）／右：長崎産ワカメ（109cm、417g） 

長崎産ワカメは肉厚のため、より長い県内系統のワカメと比べて重量にあまり差がない。 

○ ３月16日、三和漁協城ヶ島支所は、県内産キャベツを餌としたムラサキウニの養殖試験を開始しま

した。ムラサキウニは磯焼けの原因生物ですが、磯焼け漁場の個体は餌不足で身入りが悪いため、陸上

水槽で給餌して身入りの向上を図ります。同支所ではこれまでも地元ダイバーと協力して磯焼け対策と

してウニ類の除去作業を行ってきましたが、今回の取り組みによりムラサキウニが新たな収入源となる

ことを目指しています。 

 
養殖水槽に収容したムラサキウニ 

○ ３月18日および20日、三和漁協城ヶ島支所は殻長４～６ｃｍのアワビ種苗3,200個を潜水によ

り放流しました。浜の活力再生プランの取り組みとして実施されたもので、地元ダイビングセンターや

県水産技術センターが協力し、アワビを丁寧に岩礁の隙間等に置いていきました。そのうち700個に

は瞬間接着剤による赤い標識を付けました。同支所では19日にもアワビ種苗４万個（殻長約2.5ｃ

ｍ）の放流を行っており、地先漁場でのアワビ資源の増大が期待されます。 



  
潜水放流の様子       放流されたアワビ種苗（赤い部分は標識） 

○ ３月19日、県水産課と県水産技術センターは、小田原市漁協所属の江森指導漁業士（海真丸）を講

師として漁業体験研修を開催しました。当日は10代から50代の4名の漁業への就業希望者が参加

し、籠漁や釣漁業のほか、獲れた魚の活〆、神経〆を体験しました。その後の質疑時間には多くの質問

があり、研修生は漁業に就業するための情報としてとても参考になったとのことでした。 

 
参加者に説明する江森指導漁業士 

○ ３月20日 横浜市漁協の黒川組合長（忠彦丸）、同漁協柴支所齋田理事（金亀丸）と同漁協松澤参

事が神奈川県庁を訪れ、環境農政局長に「第24回全国青年・女性漁業者交流大会」の結果を報告しま

した。同大会で齋田理事は「横浜ベイサイドマリーナにおけるアマモ場造成について」というテーマで

発表し、最高賞の農林水産大臣賞を受賞しました。黒川組合長は、漁協の長年の努力で市民の理解を得

られるようになり、今後は行政とも協力し浅場造成などにも取り組んでいきたいと語り、また齋田理事

は、この取り組みが食育や魚食普及、環境教育にも発展したことを話しました。環境農政局長からはお

祝いの言葉とともに、行政だけでできない部分を一緒に進めていきたいとの話がありました。 

 
県庁で受賞報告をする黒川組合長と齋田理事 

○ 3月20日、県水産技術センター相模湾試験場と神奈川県定置漁業研究会は、平成30年度第2回相

模湾定置網漁海況説明会を開催し、漁業関係者および水産関係機関から15名が参加しました。水産技

術センター職員が、平成30年度下半期の漁海況経過と平成31年度上半期の見通しを説明したほか、

「西湘・湘南地域の定置網の漁獲傾向と休漁措置について」および「平成31年上半期の海況と黒潮大



蛇行」の話題提供をしました。 

○ ３月22日、横須賀市大楠漁協は、県内産キャベツを餌としたムラサキウニの養殖試験を開始しまし

た。同漁協はこれまでも県立海洋科学高校と協力し、磯焼け対策として海藻を食害するアイゴの利用加

工方法を開発してきたほか、先駆的にムラサキウニの養殖にも取り組んできました。磯焼け原因生物で

あるムラサキウニの有効利用に繋がる養殖技術の開発が期待されます。 

 
養殖水槽に収容したムラサキウニ 

○ ３月24日、県水産課と県水産技術センターは、横須賀市東部漁協横須賀支所所属の譲原青年漁業士

（武丸）を講師として漁業体験研修を開催しました。当日は漁業への就業希望者がワカメ養殖、カキ養

殖を体験しました。研修生は養殖いかだから収穫したワカメを加工場で塩蔵ワカメに加工する体験もし

たほか、営漁の工夫や心構え等の説明を熱心に聞いていました。 

 
ワカメ養殖場で、養殖方法の説明 

○ ３月24日、三浦市の金田漁港にある金田海業センターで「金田桜まつり」が開催されました。アジ

やサバ、タチウオ等の地魚や地元野菜等が販売されたほか、会場入口では旬を迎えた生ワカメの無料配

布も行われ、来場者はみな先を競うように新鮮なワカメを受け取っていました。 

  
会場となった海業センター        生ワカメ無料配布の様子 

○ 小田原市漁協青年部会は、３月25日にウニ蓄養事業に用いる施設を小田原漁港内に設置し、29日

にウニの採捕を行いました。小田原市の補助を受け新規に開始したこの事業では、キャベツ等を餌に



ウニを２ヶ月程度蓄養し、6月中の出荷・販売を目指します。 

  
蓄養施設を製作する青年部員         捕獲したウニを蓄養施設へ収納 

○ 3月26日、藤沢市漁協は、かながわブランド「湘南はまぐり」の稚貝放流体験イベントを鵠沼海岸

で開催しました。イベントには市内在住の130名あまりの親子が参加し、「大きくなーれ！」という

掛け声とともに約200kgの稚貝（殻長約3cm）を放流しました。その後、しらすのかき揚げやワカ

メの味噌汁などが振る舞われ、参加者は海の幸を堪能していました。 

 
ハマグリの稚貝を放流する参加者 

○ ３月29日、茨城県日立市の久慈浜丸子漁協参事と同県水産普及指導員がアカモクの視察に鎌倉漁協

を訪れました。当日は同漁協所属の三郎丸さんが加工・直売所でアカモクの製品加工方法等について説

明し、また担当普及指導員がアカモク製品の販売促進等の取組についても説明しました。今後、茨城県

でもアカモクの製品化や有効活用を図って行くそうです。 

  
組合長からアカモクについて説明を受ける茨城県の一行 

○ ３月29日、横須賀市大楠漁協青年部は、かながわブランド販売促進支援事業を活用して「佐島の地

だこ」のPRのぼりを作成しました。のぼりには、「かながわブランド」のほか、「佐島の地だこ」が

認定を受けた全漁連の「プライドフィッシュ」や昨年度新たに選定された「かながわ名産100選」の

3つのブランドマークが印刷されています。同部会では、のぼりを直売所や取扱店店頭に掲示し、ブラ

ンド力を活かしたＰＲを図って行くとのことです。 



  
「かながわブランド」「プライドフィッシュ」「かながわ名産100選」トリプルタイトルの「佐島の地だこ」 

○ ３月29日、鎌倉漁協漁業研究会は、かながわブランド販売促進支援事業を活用して同ブランド「湯

がきわかめ」と「鎌倉あかもく」のPRミニのぼりを作成しました。同研究会では、のぼりを直売所や

取扱店に掲示し、ＰＲを行っていくとのことです。 

  
かながわブランド鎌倉特産「湯がきわかめ」と「鎌倉あかもく」のPRミニのぼり 

○ ３月29日、茅ヶ崎地魚倶楽部は、茅ヶ崎市漁協でサメ料理の試食会を開きました。同倶楽部メンバ

ーでサメ料理専門家の田中氏によるカスザメやカグラザメなどを使った生ハム、パスタなどの料理や、

デザートでサメの卵を使った焼きプリンが提供されました。部員から「とてもおいしい、おかわりした

い。」「サメだとはわからない。」といった意見が出たほか、イベントでの料理の販売方法についても

意見が交わされました。 

  
サメを使った生ハム、パスタなどのお料理   サメの卵を使った焼きプリン 


